
 

認知症について 
「加齢によるもの忘れ」と「認知症によるもの忘れ」の違い 

加齢によるもの忘れ 

認知症によるもの忘れ 

・体験したことの一部を忘れる。 

例）朝ごはんを食べたことは覚えているがメニューが思い出せない。 

・もの忘れの自覚がある。 

・症状は極めて徐々にしか進行しない。 

・体験したことの全てを忘れている。 

例）朝ごはんを食べたこと自体を忘れている。 

・もの忘れの自覚がない（初期には自覚があることが少なくない）。 

・症状は進行する。 

 

 

認知症の早期診断・早期治療につなげるために、自分自身のほか、家族・同僚・

友人など周りの人について「もしかして認知症では」と思われる症状に気付いた

ら、一人で悩まず専門医や専門家などに相談しましょう。 

 

認知症かな？と思ったら 

    問い合わせ先：高齢者あんしんセンター希望館 
           （開設時間 平日 8：30～17：15） 

     ■住所 江木町１０９３－１（老人ホーム希望館内） 

     ■電話番号 ３２２－４９８５（代表） 

           ３２２－２０３４（直通） 

     ■担当職員名 鳥塚・青木・石井・田口・湯本 

政府広報オンライン「知っておきたい認知症の基本」を加工して作成 

年をとれば誰でも、思い出したいことがすぐに思い出せなかったり、新しいこと

を覚えるのが苦手になったりしますが、このような「加齢によるもの忘れ」と

「認知症」は違います。 

※ここに挙げたものは一例です。 

※心配なことがありましたら、お気軽に高齢者あんしんセンター希望館までお問い 

合わせください。 


